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２０１７年度 

中堅・中小企業の新入社員意識調査 結果概要 

 

【調査対象】 東京商工会議所が開催した新入社員研修を受講した中堅・中小企業の 

新入社員１,０４２名 

【調査期間】 ２０１７年３月３１日～４月１４日 

【有効回答】 １,０４２名（男性６５３名、女性３８８名、不明１名） 

【回 答 率】 １００．０％ 

 

学歴別受講者分布 

 

企業業種別受講者分布 

 

企業規模（資本金）別受講者分布 

 

 

 

 

就職歴別受講者分布 

 

件数 ％

 全体 1,042 100.0%

 高卒 159 15.3%

 高専卒 7 0.7%

 専門学校卒 112 10.7%

 短大卒 10 1.0%

 大学（文系）卒 465 44.6%

 大学（理系）卒 183 17.6%

 大学院卒 92 8.8%

 その他 13 1.2%

 不明 1 0.1%

件数 ％

 全体 1,042 100.0%

 小売 31 3.0%

 卸売 159 15.3%

 製造 260 25.0%

 金融 7 0.7%

 建設不動産 167 16.0%

 資源エネルギー 4 0.4%

 貿易 17 1.6%

 サービス 172 16.5%

 情報産業 165 15.8%

 運輸交通 28 2.7%

 その他 32 3.1%

 不明 0 0.0%

件数 ％

 全体 1,042 100.0%

 ０~1,000万円未満 75 7.2%

 1,000~5,000万円未満 414 39.7%

 5,000~１億円未満 263 25.2%

 1億~１0億円未満 234 22.5%

 10億円以上 56 5.4%

 不明 0 0.0%

0～1千万

未満,

75人,7.2%

1千万～5千万

未満,

414人,39.7%
5千万～1億万

未満,

263人,25.2%

1億～10億未満,

234人,22.5%

10億円以上,

56人,5.4%

全体 高卒 高専卒 専門学校卒 短大卒 大学（文系）卒 大学（理系）卒 大学院卒 その他 不明

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 件数 ％

 全体 1,042 100.0% 159 100.0% 7 100.0% 112 100.0% 10 100.0% 465 100.0% 183 100.0% 92 100.0% 13 100.0% 1 100.0%

 新卒 909 87.2% 134 84.3% 7 100.0% 99 88.4% 6 60.0% 408 87.7% 159 86.9% 87 94.6% 9 69.2% 0 0.0%

 既卒（卒業後3年以内） 54 5.2% 6 3.8% 0 0.0% 5 4.5% 1 10.0% 27 5.8% 11 6.0% 3 3.3% 1 7.7% 0 0.0%

 中途（就職経験3年未満） 40 3.8% 8 5.0% 0 0.0% 4 3.6% 1 10.0% 18 3.9% 5 2.7% 2 2.2% 2 15.4% 0 0.0%

 中途（就職経験3年以上） 29 2.8% 7 4.4% 0 0.0% 1 0.9% 1 10.0% 11 2.4% 8 4.4% 0 0.0% 1 7.7% 0 0.0%

 その他 3 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 2 1.8% 0 0.0% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

 無回答 7 0.7% 4 2.5% 0 0.0% 1 0.9% 1 10.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 100.0%
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１．就職活動は順調だったか【集計結果 P7～15】 

 ⇒「順調」「ほぼ順調」の回答が６割弱。昨年に続き、依然として学生の売り手市場が続

いている。 

〇「順調だった」と「ほぼ順調だった」と回答した割合は低下しているものの（昨年度 59.9％

→今年度 57.9％）、依然として 6割弱に達しており、学生にとって売り手市場の継続が伺え

る。 

○属性別にみると、学歴別では、高卒（78％→82.4％）で回復傾向だった一方で、専門学校

卒（79.5％→72.3％）、大学（理系）卒（56.2％→54.1％）、大学院卒（55.1％→51.1％）で

悪化傾向だった。また、男女別にみると、男性（60.7％→60.5％）は変動がなかったものの、

女性（58.4％→53.9％）は減少し、就職活動はやや厳しく感じたようだ。 

 

 

 

２．就職活動で苦労したことは何か（３つまで選択）【集計結果 P16～24】 

 ⇒学生の売り手市場化の継続で、就職活動は概ね順調だったが、自己分析で悩む傾向は

変わらず。 

○「内定が遅く活動期間が長かった」と回答した割合（33.5％→30.6％）が低下している。 

後述Ｑ６で、活動開始時期が昨年度と変わらぬ結果となり、４月から７月に入社を決めた回

答割合が高まったことから、Ｑ１の結果からも見えるように学生有利の売り手市場が、活動

の短期化を促したと考えられる。 

〇「採用枠が少なく競争が激しかった」（33.2％）との回答割合は５年前の（53.5％）と比

較して低水準であった。また「説明会や面接の日程・時間調整（50.0％→47.3％）」との回

答割合も低下しており、就職活動は順調だったことが伺える。 

○今年度も「自分のやりたいことがわからず悩んだ」（59.7％）や、「会社について知りたい

情報が入手しにくかった」（30.8％）との回答割合が高く、短い就職活動期間内で自己分析

を行いながら、自身にとって最適な会社を探すことに苦労したことが見受けられる。 

 

20.4%

22.5%

20.6%

17.9%

15.1%

11.8%

37.5%

37.4%

30.2%

29.4%

28.7%

26.2%

29.3%

26.2%

34.8%

35.0%

33.7%

33.8%

11.4%

13.2%

12.8%

16.5%

21.1%

26.8%

1.2%

0.5%

1.5%

0.8%

1.3%

1.1%

0.2%

0.2%

0.2%

0.5%

0.2%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2017年度…

2016年度…

2015年度…

2014年度…

2013年度…

2012年度…

順調だった ほぼ順調だった やや厳しかった 厳しかった その他 無回答
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３．入社した会社を選んだ理由（３つまで選択）【集計結果 P25～36】 

⇒昨年度と上位３つの回答に変動はないが、人間関係を重視した会社選びの傾向も。 

〇「仕事の内容がおもしろそう」（44.2％）、「職場の雰囲気が良かった」（39.3％）、「自分の

能力・個性が活かせる」（37.0％）の上位３回答に変動はなかったものの、次いで「採用担

当者・社員に好感が持てた」（29.6％）、「安定性がある」（25.9％）となった。仕事内容や安

定的に働けることに加え、人間関係を重視する傾向が見受けられる。 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

採用枠が

少なく競争が

激しかった

内定が遅く

活動期間が

長かった

学歴の

壁を感じた

男女間の

差別を感じた

自分の

やりたいことが

わからず悩んだ

説明会や

面接の日程・

時間の調整

スーツや交通費に

予想以上に

お金がかかった

会社について

知りたい情報が

入手しにくかった

その他 無回答

2012年度（平成24年度）

2015年度（平成27年度）

2016年度（平成28年度）

2017年度（平成29年度）

2017年度（平成29年度）

2012年度（平成24年度）

2015年度（平成27年度）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

自分の能力・

個性が

活かせる

待遇(給与・

福利厚生等)

が良い

経営者に

魅力を

感じた

将来性・

発展性

がある

仕事の

内容が

おもしろそう

安定性

がある

学校の先輩・

知人がいる

国際性

がある

学校や

先生に

薦められた

他に適当な

所がなかった

職場の

雰囲気

が良かった

採用担当者・

社員に好感が

持てた

社会貢献度

が高い

2014年度（平成26年度）

2015年度（平成27年度）

2016年度（平成28年度）

2017年度（平成29年度）

2017年度

（平成29年度）
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４．入社した会社をどのように知ったか【集計結果 P37～47】 

 ⇒「求人情報サイト」が上位に。「学校就職部／キャリアセンター」の回答割合が低下傾向。  

〇昨年度に引き続き「求人情報サイト」（31.5％）の回答が最多の結果となった。特に大学

卒に関しては、文系（44.1％→40.2％）、理系（38.3％→45.4％）ともに４割を超える回答と

なった。また、「学校就職部／キャリアセンター」（24.3％）の回答割合は、低下傾向にあり、

特に大学（理系）卒（20.4％→13.1％）の低下が顕著だった。 

Ｑ．入社した会社をどのようにして知りましたか（全体回答） 

 

参考：２０１７年度新卒者のみ 

24.3%

54.7%

54.5%

12.7%

13.1%

9.8%

6.4%
3.1%

9.8%

5.6%

4.9%

14.1%

31.5%

5.7%

10.7%

40.2%

45.4%

34.8%

7.8%

1.9%

9.8%

9.5%

9.8%

3.3%

5.4%

6.6%

6.9%

9.2%

6.0%

12.4%

16.4%

6.3%

10.5%

14.8%

18.5%

8.2%

6.3%

6.3%

9.7%

4.9%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

高卒

専門学校卒

大学（文系）卒

大学（理系）卒

大学院卒

①学校就職部/

キャリアセンター

②自社ホームページ ③求人情報サイト ④求人情報誌

⑤合同会社説明会 ⑥自社での会社説明会 ⑦ハローワーク ⑧知人の紹介

⑨その他 ⑩無回答

①

26.4%

62.2%

59.2%

13.2%

15.1%

10.3%

6.8%
3.7%

9.2%

6.1%

5.0%

14.9%

32.0%
3.7%

10.2%

41.2%

47.2%

33.3%

8.1%

11.2%

10.0%

11.3%

5.7%

4.2%

4.4%

6.4%

10.9%

11.9%

10.0%

13.2%

18.4%

8.5%

7.4%

6.1%

10.0%

4.4%

13.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

高卒

専門学校卒

大学（文系）卒

大学（理系）卒

大学院卒

①学校就職部/

キャリアセンター

②自社ホームページ ③求人情報サイト

④求人情報誌 ⑤合同会社説明会 ⑥自社での会社説明会

⑦ハローワーク ⑧知人の紹介 ⑨その他

※棒グラフの構成は左から数字順 

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 



5 

 

５．就職活動～入社までに参加・経験したもの（入社企業で）【集計結果 P48～52】 

 ⇒依然、説明会への参加率が高く、双方向型の就職活動への参加は少ないものの、インタ

ーンシップ、座談会の割合が昨年度と比べ高まる。また昨年度同様、内定後のフォローで、

内定者防止を図る企業努力も見受けられる。 

〇「インターンシップ」（13.1％→17.9％）、座談会（12.8％→14.9％）の回答割合は上昇傾

向にある。学歴別にみると、インターンシップは大学（文系）卒（16.5％→18.7％）、大学

（理系）卒（13.0％→14.8％）、大学院卒（7.5％→19.6％）、また座談会は大学（文系）卒

（18.6％→21.1％）大学院卒（10.0％→14.1％）の回答が増えた。Ｑ２、Ｑ３の結果が示す

ように、学生は企業側と双方向のやり取りが可能となるイベントに参加し、求人情報サイト

だけではわからない会社情報を収集し、職場の雰囲気や採用担当者をはじめとする社員の

印象で入社するかどうか判断をしているようだ。 

○「内定者懇談会」（39.7％→40.2％）、「内定者研修」（27.4％→29.5％）に参加する率も上

昇傾向にあり、内定後のフォローを手厚く行い、内定辞退を防止する企業側の努力も見受け

られる。 

 

17.9%

28.7%

24.8%

64.7%

14.9%

7.4%

7.8%

49.9%

24.3%

48.3%

20.2%

83.7%

40.2%

29.5%

4.3%

1.1%

13.1%

29.2%

24.1%

65.6%

12.8%

8.6%

7.5%

50.1%

23.7%

50.6%

20.1%

80.2%

39.7%

27.4%

4.3%

2.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

インターンシップ

学校での説明会

合同会社説明会

自社での会社説明会

座談会

ＯＢ・ＯＧ訪問

リクルーター面接

適性検査

ウェブテスト(ＳＰＩ・玉手箱等)

筆記試験(論文等含む)

グループディスカッション

人事・役員面接

内定者懇談会

内定者研修

その他

無回答

2017年度（上段） 2016年度（下段）
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18.7%

14.8%

19.6%

16.5%

13.0%

7.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

大学（文系）卒

大学（理系）卒

大学院卒

インターンシップ

2017年度（上段） 2016年度（下段）

21.1%

14.2%

14.1%

18.6%

16.7%

10.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

大学（文系）卒

大学（理系）卒

大学院卒

座談会

2017年度（上段） 2016年度（下段）
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６．就職活動の開始と内定の時期【集計結果 P53～81】 

 ⇒昨年（２０１６年）の３月以降に始めた人が７割以上。昨年と学生の動き出しは変わら

なかった一方で、選考開始時期の前倒しに伴って内定を得た時期は早まり、就職活動は短

期化した。 

〇全体を通してみると、就職活動の開始時期は、７割以上が２０１６年３月以降（72.9％）

となり、昨年度とほぼ変わらなかった。学歴別にみると広報活動開始の３月１日以降に採用

活動を開始した回答割合は、大学（文系）卒（70.5％→68.9％）、大学（理系）卒（75.4％→

71.1％）ともに低下した。 

○内定時期については、選考開始日とされる６月１日以前に内定を得た割合（11.0％→

13.8％）が上昇した。学歴別でみても、大学（文系）卒（9.7％→12.4％）、大学（理系）卒

（13.4％→20.8％）、大学院卒（21.4％→27.2％）いずれも高まっている。また６月１日か

ら７月３１日の２か月間で内定を得た割合（16.0％→24.5％）も上昇しており、就職活動が

短期化した結果が表れている。 

○回答者全体で、内定を複数もらった割合（37.4％→40.8％）が上がっており、大学（文系）

卒（52.2％→56.3％）は特に顕著だった。 
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Ｑ．就職活動の開始時期（全体回答） 

 

 

参考：２０１７年度新卒者のみ 

 

 

6.1%

6.3%

13.7%

28.1%

17.0%

9.4%

10.1%

8.3%

1.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

おととし(2015年)の

9月末以前

おととしの12月末以前

昨年(2016年)の2月末以前

昨年の3月末以前

昨年の5月末以前

昨年の7月末以前

昨年の9月末以前

昨年の10月以降

無回答

5.4%

6.6%

15.3%

31.0%

18.4%

9.6%

9.1%

4.4%

0.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

おととし(2015年)の

9月末以前

おととしの12月末以前

昨年(2016年)の2月末以前

昨年の3月末以前

昨年の5月末以前

昨年の7月末以前

昨年の9月末以前

昨年の10月以降

無回答
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Ｑ．入社（内定）の決定時期 

 

 

参考：２０１７年度新卒者のみ 

 

1.6%

1.4%

1.5%

9.3%

24.5%

23.2%

25.2%

12.7%

0.5%

1.4%

0.9%

1.9%

6.8%

16.0%

26.6%

31.4%

14.2%

0.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

おととしの12月末以前

昨年の2月末以前

昨年の3月末以前

昨年の5月末以前

昨年の7月末以前

昨年の9月末以前

昨年の12月末以前

今年の1月以降

無回答

2017年度（上段） 2016年度（下段）

0.9%

1.3%

1.7%

10.1%

26.7%

24.6%

25.1%

9.5%

0.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

おととし(2015年)の12月末以前

昨年(2016年)の2月末以前

昨年の3月末以前

昨年の5月末以前

昨年の7月末以前

昨年の9月末以前

昨年の12月末以前

今年(2017年)の1月以降

無回答
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Ｑ．内定獲得社数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.1%

57.0%

22.5%

11.2%

3.8%

1.7%

0.7%

0.5%

0.4%

2.1%

0.3%

60.6%

20.6%

10.7%

3.7%

1.6%

0.3%

0.1%

0.4%

1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

0社

1社

2社

3社

4社

5社

6社

7社

8社以上

無回答

2017年度（上段） 2016年度（下段）
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７．今の会社でいつまで働きたいか【集計結果 P82～90】 

 ⇒「子育て」を退社予定時期と考える女性が減少。 

〇昨年度に引き続き、全体を通しては「特に考えていない」（39.3％）の回答が最多だった。 

また、Ｑ３の結果と併せ、安定性のある会社に入社したと見られることから、「チャンスが

あれば転職」（11.3％→9.6％）が減少した。 

○女性においては、「特に考えていない」（44.7％→40.5％）と「子どもができるまで」（7.6％

→5.9％）が微減し、「定年まで」（20.8％→24.5％）が増加した。 
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2016年度 女性の回答率

①定年まで

②チャンスがあれば転職

③将来は独立

④時期をみて退職

⑤とくに考えていない

⑥結婚するまで

⑦子どもができるまで

⑧その他

⑨無回答
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2017年度 女性の回答率

①定年まで

②チャンスがあれば転職

③将来は独立

④時期をみて退職

⑤とくに考えていない

⑥結婚するまで

⑦子どもができるまで

⑧その他

⑨無回答
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８．仕事をしていく上での不安（３つまで選択）【集計結果 P91～103】 

 ⇒「パソコンなどの情報機器の操作」に不安を感じる割合が上昇傾向。また、男女ともに

人間関係に不安を感じている。 

〇今年度も「仕事に対する自分の能力」（73.2％）と答える新入社員が最多だった。 

○「パソコンなどの情報機器の操作」に不安を感じる割合が年々上昇（2013年度 16.5％→

今年度 25.0％）しており、スマートフォン、タブレットに慣れ親しんだ世代にとっては、キ

ーボードを使う情報機器の操作に不安を持つ傾向にあるようだ。 
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仕事に対する自分の能力

社会人としての一般マナー

ノルマ(必達目標)の達成

パソコンなどの情報機器の操作

語学力

会社の雰囲気になじめるかどうか

会社の将来性

上司との人間関係

職場の同僚との人間関係

自分が希望しない職場への配置

自分の専門性が仕事に使えるかどうか

その他

無回答

2017年度（上段） 2016年度（下段）


